
出水期前の確認事項として

・発令される予警報

・発表基準となる河川水位及び危険度レベル

・ホットラインの実施について

・洪水予報：基準観測所とその受け持ち区間

・水防警報：基準観測所とその受け持ち区間

・緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信

・地点別浸水シミュレーション検索システム（浸水ナビ）

１

【資料５】

【仙台河川国道事務所】

【宮城県】
・ホットラインの実施について

・洪水予報：基準観測所とその受け持ち区間

・水位周知河川：基準観測所とその受け持ち区間

・洪水浸水想定区域の指定



発令される予警報

水位の状況、洪水予報発令状況については
「川の防災情報」から閲覧が可能です。

ＵＲＬ http://www.river.go.jp/

洪水予報

・国土交通省と気象庁とが共同発表

・予め指定した河川について洪水のおそれがある場合、
水位や流量等の情報を関係都道府県知事に通知、さら
にH25水防法改正により各市町（首町）に通知し、必要
に応じ報道機関の協力を求め、一般に周知させなけれ
ばならない。

水防警報

・洪水又は高潮によって災害が発生するおそれがある
とき、水防を行う必要がある旨を警告して行う発表

・水防管理団体の水防活動に指針を与えることが本質
であり、必ずしも一般に周知する義務はない。

洪水予報伝達経路

仙台河川国道事務所

共同発表

仙台管区気象台

宮城県 その他の関係機関
・警察 ・東北電力
・NTT ・JR など

報道機関

水防管理団体
（各市町）

一 般 住 民

各市町
（首長）

水防警報伝達経路

仙台河川国道事務所

宮城県

その他の関係機関報道機関
水防管理団体

（各市町）

水 防 団

・警察 ・自衛隊 など

各市町
（首長）

水防管理団体
（各市町）

２



１０
発表基準となる河川水位及び危険度レベル発表基準となる河川水位及び危険度レベル

※ 氾濫危険水位 ： 受け持ち区間の中で最も危険な地点で、破堤等重大な災害が発生しうる水位に達した時の観
測所地点の水位として設定されています。（この時、避難行動が完了している必要がある。）

※ 避難判断水位 ： 氾濫危険水位に達する事前、避難に要する時間を勘案し設定されています。 ３

洪水予警報の発表基準となる河川水位

・氾濫危険水位 ：市町村長の避難勧告等の発令判断の目安、

住民の避難判断、相当の家屋浸水等の被害を生じるはん濫のおそれがある水位。

・避難判断水位 ：市町村長の避難準備・高齢者等避難開始の発表判断の目安、河川のはん濫に関する住民への注意喚起となる水位。

・氾濫注意水位 ：水防団の出動の目安となる水位。

・水防団待機水位：水防団が水防活動の準備を始める水位。

時間の流れ

氾濫危険情報 氾濫発生情報

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

ホットライン

（避難判断水位到達）

ホットライン

（氾濫危険水位到達）

ホットライン

（破堤など甚大な被害発生）

氾濫注意情報

水防団待機水位
レベル１

危険度レベル

レベル2

レベル3

レベル4

レベル5

氾濫発生

氾濫警戒情報



ホットラインの実施について

洪水予報・水防警報の伝達系統

国土交通省

仙台河川国道事務所

気象庁

仙台管区気象台

宮城県土木部

河川課

宮城県土木部

河川課

各自治体

水防管理団体

各自治体

首長

共同発表

：洪水予報

：水防警報

：共通ライン

：ホットライン

ホットラインの実施により、地域の防災業務を支援します。

・いち早い情報提供による判断の迅速化

・速やかな災害対策（人材・災害対策資機材）の実施

大規模災害の発生時には、避難勧告等の発令にあたって、通常の
伝達手法では支障が生じる恐れがあります。

このように、特に緊急を要すると判断される情報については、伝達
の迅速化のため、ホットラインによる情報伝達が必要です。

○ ホットラインの使用が考えられるケース

１．首長 ← 仙台河川国道事務所長

・避難判断水位、氾濫危険水位に到達した場合

・破堤など重大な災害が発生

・異常な浸透（漏水等）・浸食による変状が発見された場合

２．首長 → 仙台河川国道事務所長

・避難勧告・避難指示（緊急）を発令した場合

３．首長 ←→ 仙台河川国道事務所長

・大規模災害が発生し広域的な応援が必要な場合

-リエゾン

-TEC-FORCE

-災害対策車・対策機材等 ４



丸森水位観測所

笠松水位観測所 岩沼水位観測所

笠松：受け持ち区間

岩
沼

：
受

け
持

ち
区

間

笠松：受け持ち区間

枝野橋

阿武隈橋

洪水予報：基準観測所とその受け持ち区間①（阿武隈川）

５

水防団待機水位 18.00ｍ 
氾濫注意水位 19.50ｍ 
避難判断水位 22.00ｍ 
氾濫危険水位 22.30ｍ 

丸森水位観測所

水防団待機水位 13.00ｍ 
氾濫注意水位 14.50ｍ 
避難判断水位 16.60ｍ 
氾濫危険水位 17.00ｍ 

笠松水位観測所

水防団待機水位 4.00ｍ 
氾濫注意水位 5.00ｍ 
避難判断水位 7.90ｍ 
氾濫危険水位 8.20ｍ 

岩沼水位観測所



洪水予報：基準観測所とその受け持ち区間②（名取川）

広瀬橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

広瀬橋：受け持ち区間

名取橋水位観測所

広瀬橋水位観測所

名取川頭首工

広瀬橋

６

水防団待機水位 0.50ｍ 
氾濫注意水位 1.30ｍ 
避難判断水位 2.20ｍ 
氾濫危険水位 2.70ｍ 

広瀬橋水位観測所

水防団待機水位 5.50ｍ 
氾濫注意水位 6.50ｍ 
避難判断水位 8.40ｍ 
氾濫危険水位 8.90ｍ 

名取橋水位観測所



水防警報：基準観測所とその受け持ち区間①（阿武隈川）

江尻：受け持ち区間

荒浜：受け持ち区間

笠松：受け持ち区間

岩
沼

：
受

け
持

ち
区

間

江尻水位観測所

笠松：受け持ち区間

荒浜：受け持ち区間

岩沼：受け持ち区間

丸森水位観測所

笠松水位観測所 岩沼水位観測所

荒浜水位観測所

江尻：受け持ち区間

枝野橋

阿武隈橋

東根橋

亘理大橋

７

水防団待機水位 4.00ｍ 
氾濫注意水位 5.00ｍ 

岩沼水位観測所
水防団待機水位 1.30ｍ 
氾濫注意水位 1.80ｍ 

荒浜水位観測所

水防団待機水位 18.00ｍ 
氾濫注意水位 19.50ｍ 

丸森水位観測所

水防団待機水位 13.00ｍ 
氾濫注意水位 14.50ｍ 

笠松水位観測所
水防団待機水位 9.50ｍ 
氾濫注意水位 10.80ｍ 

江尻水位観測所



水防警報：基準観測所とその受け持ち区間②（名取川）

閖上第二：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

閖上第二：受け持ち区間
名取橋：受け持ち区間

名取橋水位観測所

閖上第二水位観測所

広瀬橋

広瀬橋：受け持ち区間

名取橋：受け持ち区間

広瀬橋水位観測所

名取川頭首工

杉の下橋：
受け持ち区間

杉の下橋水位観測所

８

水防団待機水位 12.40ｍ 
氾濫注意水位 13.00ｍ 

杉の下橋水位観測所

水防団待機水位 1.50ｍ 
氾濫注意水位 2.00ｍ 

閖上第二水位観測所

水防団待機水位 5.50ｍ 
氾濫注意水位 6.50ｍ 

名取橋水位観測所

水防団待機水位 0.50ｍ 
氾濫注意水位 1.30ｍ 

広瀬橋水位観測所



携帯電話会社

（NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄ｾﾙﾗｰ、

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲﾙ含む））

緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信

河川管理者（国）
・気象庁

洪水予報作成・発表
（地方整備局）

関係市町村、報道機関等

一般住民

メール・
FAX等

緊急速報メール洪水情報

追加!! 追加!!

テレビ・ラジオ
インターネット等

～平成２９年５月１日から、８水系５１市町村で洪水情報が配信開始されます～

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

従来 従来

国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」のもと、流域住民の主体的な避難を促進す
るため、平成２８年９月より国が管理する２河川（鬼怒川、肱川）の沿川自治体（茨城県常総市、愛
媛県大洲市）において緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信を取り組んでいます。
東北地方整備局では、平成２９年５月１日から、自治体や携帯事業者との調整等が整った８水系の

５１市町村において洪水情報のプッシュ型配信を開始します。
他の国管理河川については、今後順次配信対象エリアを拡大していきます。

※今回のメール配信は、国土交通省が発信元となり、携帯電話事業者が提供する「緊急速報メール」の
サービスを活用して洪水情報を携帯電話ユーザーへ周知するものであり、洪水時に住民の主体的な

避難を促進する取組みとして国土交通省が実施するものです。

※ 洪水情報とは、指定河川洪水予報の氾濫危険情報（レベル４）及び氾濫発生情報（レベル５）の発表
を契機として、住民の主体的な避難を促進するために配信する情報です。

【別紙２】
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配信内容①

１ 開始日
平成２９年５月１日（月）

２ 配信対象
国が管理する河川８水系の５１市町村（詳細は、別表による）

３ 配信対象者
配信対象エリア内の携帯電話（NTTドコモ、KDDI・沖縄セルラー、ソフトバンク（ワイモバイル含む））

のユーザーを対象

４ 配信情報
対象河川において、「河川氾濫のおそれがある（氾濫危険水位を超えた）情報」及び

「河川氾濫が発生した情報」を配信

段階 配信情報 配信契機

① 河川氾濫のおそれがある情報
対象河川の基準観測所の水位が氾濫危険水位に到達し、氾濫
危険情報が発表された時

②-Ⅰ
氾濫が発生した情報

（※河川の水が堤防を越えて流れ
出ている情報）

対象河川の基準観測所の受持区間で河川の水が堤防を越えて
流れ出る事象が発生し、氾濫発生情報が発表された時

②-Ⅱ
氾濫が発生した情報
(※堤防が壊れ河川の水が大量に
溢れ出している情報)

対象河川の基準観測所の受持区間で堤防が壊れ、河川の水が
大量に溢れ出る事象が発生し、氾濫発生情報が発表された時

10



配信内容②

５ 配信文案
対象河川において、「河川氾濫のおそれがある（氾濫危険水位を超えた）情報」及び

「河川氾濫が発生した情報」を緊急速報メールを活用して配信されます。

○配信対象となる市町村の住民へ配信される洪水情報の例

【見本】
（件名）
河川氾濫のおそれ

（本文）
○○川の○○（○○市○○）付近
で水位が上昇し、避難勧告等の目
安となる「氾濫危険水位」に到達
しました。堤防が壊れるなどによ
り浸水のおそれがあります。
テレビ、ラジオ等で自治体の情報
を確認し、各自安全確保を図るな
ど、適切な防災行動をとってくだ
さい。
本通知は、東北地方整備局より浸
水のおそれのある市町村に配信し
ており、対象地域周辺においても
受信する場合があります。

（国土交通省）

【見本】
（件名）
河川氾濫発生

（本文）
○○川の○○市○○地先（左岸
、東側）付近で河川の水が堤防
を越えて流れ出ています。
テレビ、ラジオ等で自治体の情
報を確認し、各自安全確保を図
るなど、適切な防災行動をとっ
てください。
本通知は、東北地方整備局より
浸水のおそれのある市町村に配
信しており、対象地域周辺にお
いても受信する場合があります
。

（国土交通省）

【見本】
（件名）
河川氾濫発生

（本文）
○○川の○○市○○地先（左岸
、東側）付近で堤防が壊れ、河
川の水が大量に溢れ出していま
す。
テレビ、ラジオ等により自治体
の情報を確認し、各自安全確保
を図るなど、適切な防災行動を
とってください。
本通知は、東北地方整備局より
浸水のおそれのある市町村に配
信しており、対象地域周辺にお
いても受信する場合があります
。

（国土交通省）

②-ⅱ 河川氾濫発生
（堤防が壊れ、河川の水が大量
に溢れ出している時）

②-ⅰ 河川氾濫発生
（河川の水が堤防を越えて流れ出て
いる時）

①河川氾濫のおそれ

11
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地点別浸水シミュレーション検索システム（浸水ナビ）

URL：http://suiboumap.gsi.go.jp/

【別紙３】
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地点別浸水シミュレーション検索システム（浸水ナビ）

①想定最大規模を選択

②河川を選択

③データ表示

14



地点別浸水シミュレーション検索システム（浸水ナビ）

①破堤点をリストもしくは地図上から選択

15



地点別浸水シミュレーション検索システム（浸水ナビ）

想定最大の浸水範囲及び浸水深が表示される

アニメーション→開始を選択すれば、時系列のシミュレーションを確認出来る

16



地点別浸水シミュレーション検索システム（浸水ナビ）

氾濫水の到達時間のシミュレーション結果も表示可能

17



地点別浸水シミュレーション検索システム（浸水ナビ）

地点を指定し、その地点に浸
水をもたらす破堤点及び最大
の浸水深をもたらす破堤点を
検索可能。

18



宮城県ホットラインの実施について ～洪水予報河川～

こちらは県土木部長の○○です。

○○川の○○水位観測所では，○○
日○○時○○分頃に，避難勧告等の
発令の目安となる「氾濫危険水位（レベ
ル４）」に到達しました。○○市（町）では，
○○川が氾濫するおそれがありますの
で，今後の水位情報に注意してください。

以下の事象が発生したときに，県土木部長等から関係市町村幹部にその状況を伝達する。
①各水位観測所において避難判断水位（レベル３）に達し，氾濫警戒情報を発表したとき
②各水位観測所において氾濫危険水位（レベル４）に達したとき
③氾濫が発生したとき

①ホットライン ②ホットライン

伝達系統図
（①〜③は優先順位）

⼟⽊部河川課
災害配備班員

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

関係市町（例）
①⾸⻑
②副⾸⻑
③危機管理部局⻑
※今回協議

事
象
発
生

ホットライン例

※①の避難判断水位レベルにおけるホットラインについては
土木事務所から関係市町の危機管理部局長等に行う

※⼟⽊部⻑

洪⽔予報河川の運⽤

③ホットライン

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

氾濫発生情報氾濫危険情報氾濫警戒情報氾濫注意情報

洪水予報 洪水予報

水位

氾濫
発生

洪水予報，水位到達情報 洪水予報

一定時間後に
氾濫危険
水位到達を

予測

時間の流れ
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宮城県ホットラインの実施について ～水位周知河川～

20

以下の事象が発生したときに，各土木事務所長等から関係市町村幹部にその状況を
伝達する。
①避難判断水位に達したとき ②氾濫危険水位に達したとき

伝達系統図
（①〜③は優先順位）

事
象
発
生

⼟⽊事務所
災害配備班⻑

①所⻑
②副所⻑（技術）※１

③河川部⻑※２技術総括

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

関係市町（例）
①⾸⻑
②副⾸⻑
③危機管理部局⻑
※今回協議

こちらは県○○土木事務所長の○○で
す。

○○川の○○水位観測所で，○○日
○○時○○分頃に，避難勧告等の発
令の目安となる「氾濫危険水位」に到達
しましたので連絡いたします。

ホットライン例

⽔位周知河川の運⽤

※１は気仙沼・登米・栗原土木（地域）事務所は除く。※２は仙台土木事務所のみ

②ホットライン

氾濫危険水位

避難判断水位

氾濫注意水位

氾濫発生情報氾濫危険情報氾濫警戒情報氾濫注意情報
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宮城県洪水予報：基準観測所とその受け持ち区間（白石川）

白石水位観測所
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大河原水位観測所
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水防団待機水位 1.50m
はん濫注意水位 2.50m
避難判断水位 3.40m

はん濫危険水位 3.70m

白石市水位観測所

水防団待機水位 14.55m
はん濫注意水位 15.20m
避難判断水位 17.00m

はん濫危険水位 17.50m

大河原水位観測所
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宮城県水位周知河川：基準観測所とその受け持ち区間（荒川）

本関場水位観測所
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本関場受け持ち区間（水位周知区間）
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水防団待機水位 3.60m
はん濫注意水位 3.80m
避難判断水位 4.10m

はん濫危険水位 4.60m

本関場水位観測所



宮城県水位周知河川：基準観測所とその受け持ち区間（斎川）

郡山水位観測所
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水防団待機水位 2.00m
はん濫注意水位 2.80m
避難判断水位 4.00m

はん濫危険水位 4.40m

郡山水位観測所



宮城県水位周知河川：基準観測所とその受け持ち区間（小田川）

小田水位観測所

阿
武
隈
川
合
流
点

角
田
市
阿
武
隈
急
行
線

道合受け持ち区間（水位周知区間）
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水防団待機水位 2.90m
はん濫注意水位 3.30m
避難判断水位 4.10m

はん濫危険水位 4.50m

小田水位観測所



宮城県水位周知河川：基準観測所とその受け持ち区間（広瀬川・旧笊川）

広瀬橋水位観測所
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北目橋水位観測所
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水防団待機水位 2.70m
はん濫注意水位 2.70m
避難判断水位 2.90m

はん濫危険水位 3.10m

北目橋水位観測所

水防団待機水位 0.50m
はん濫注意水位 1.30m
避難判断水位 2.20m

はん濫危険水位 2.70m

広瀬橋水位観測所



宮城県水位周知河川：基準観測所とその受け持ち区間（増田川）

上増田水位観測所
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水防団待機水位 1.20m
はん濫注意水位 1.70m
避難判断水位 2.00m

はん濫危険水位 2.50m

上増田水位観測所



宮城県水位周知河川：基準観測所とその受け持ち区間（坂元川）

道合水位観測所
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本関場受け持ち区間（水位周知区間）
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水防団待機水位 1.30m
はん濫注意水位 1.60m
避難判断水位 2.90m

はん濫危険水位 3.10m

道合水位観測所



宮城県

「想定しうる最大規模」の降雨を前提とした洪水想定区域が指定されました。（平成29年5月30日告示）

H20公表「計画規模」→H29.5公表「想定しうる最大規模」

洪水浸水想定区域の指定

○白石川圏域における公表内容
対象河川 白石川，荒川，斎川
公表図名 ・洪水浸水想定区域図（想定最大規模）

・洪水浸水想定区域図（計画規模）
・洪水浸水想定区域図（浸水継続時間）

・洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流、河岸侵食））

白石川・荒川・斎川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）
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